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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性インクを収納するインク収納部が、毛管力により水性インクを保持する微細経路を
具備してなるインクタンクにおいて、
　前記水性インクが、少なくとも、水、水溶性色材を含有し、
　前記水溶性色材が、下記一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩であり、
　更に、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物を含有することを特徴とするインクタンク
。
　一般式（Ｉ）
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【化１】

 
（一般式（Ｉ）中、Ｒ１は水素原子、アルキル基、ヒドロキシ低級アルキル基、シクロヘ
キシル基、モノ又はジアルキルアミノアルキル基、又はシアノ低級アルキル基であり、Ｙ
は塩素原子、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基（アルキル基上に
スルホン酸基、カルボキシル基、及びヒドロキシル基からなる群から選択される置換基を
有していてもよい）であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に水素原子
、炭素数１～８のアルキル基、又はカルボキシル基（但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及び
Ｒ６のすべてが水素原子である場合を除く）である。）
　一般式（ＩＩ）

【化２】

（一般式（ＩＩ）中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ

１５及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～３のアルキル基、カルボキシル基
又はその塩（但し、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１

５、Ｒ１６の少なくとも２つはカルボキシル基又はその塩である）であり、Ｘは塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、炭素数１～３のモノ又はジアルキルアミノ基である。）
【請求項２】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ７及びＲ１１の一方がカルボキシル基又はその塩、他
方が水素であり、Ｒ１２及びＲ１６の一方がカルボキシル基又はその塩、他方が水素であ
り、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５が全て水素であり、且つ、Ｘがヒド
ロキシル基である請求項１に記載のインクタンク。
【請求項３】
　前記インクタンクが、インク収納部の少なくとも一部に負圧発生機構を具備してなり、
前記負圧発生機構によって発生する負圧により前記水性インクを保持することを特徴とす
る請求項１又は２に記載のインクタンク。
【請求項４】
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　前記インクタンクが、前記水性インクを吐出するノズルを有してなる請求項１～３の何
れか１項に記載のインクタンク。
【請求項５】
　前記一般式（ＩＩ）で表される化合物が、固体であり、且つ、ｐＨ１０．０以上の水溶
液を用いて溶解することができるものである請求項１～４の何れか１項に記載のインクタ
ンク。
【請求項６】
　インクをインクジェット方法で吐出する工程を有するインクジェット記録方法において
、前記インクが、請求項１～５の何れか１項に記載のインクタンクのインク収納部に収納
された水性インクであることを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項７】
　水性インクを収納するインク収納部が、毛管力により水性インクを保持する微細経路を
具備してなるインクタンクを再生するためのインクタンクの再生方法であって、
　前記水性インクが、少なくとも、水、水溶性色材を含有し、
　前記水溶性色材が、下記一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩であり、
　且つ、前記水性インクが、更に、下記の要件（１）及び要件（２）を満たす化合物とし
て、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物を含有し、
　ｐＨが１０．０以上の水溶液により、該インクタンクの内部に析出した前記一般式（Ｉ
Ｉ）で表される化合物を溶解する溶解工程、
　を有することを特徴とするインクタンクの再生方法。
要件（１）前記一般式（ＩＩ）で表される化合物の分子量が、前記一般式（Ｉ）で表され
る水溶性色材の分子量よりも小さい。
要件（２）２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性が、前記一般式（ＩＩ）で表され
る化合物が前記一般式（Ｉ）で表される水溶性色材よりも低い。
　一般式（Ｉ）
【化３】

（一般式（Ｉ）中、Ｒ１は水素原子、アルキル基、ヒドロキシ低級アルキル基、シクロヘ
キシル基、モノ又はジアルキルアミノアルキル基、又はシアノ低級アルキル基であり、Ｙ
は塩素原子、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基（アルキル基上に
スルホン酸基、カルボキシル基、及びヒドロキシル基からなる群から選択される置換基を
有していてもよい）であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に水素原子
、炭素数１～８のアルキル基、又はカルボキシル基（但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及び
Ｒ６のすべてが水素原子である場合を除く）である。）
　一般式（ＩＩ）
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【化４】

（一般式（ＩＩ）中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ

１５及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～３のアルキル基、カルボキシル基
又はその塩（但し、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１

５、Ｒ１６の少なくとも２つはカルボキシル基又はその塩である）であり、Ｘは塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、炭素数１～３のモノ又はジアルキルアミノ基である。）
【請求項８】
　前記溶解工程を行った後に、水性インクを該インクタンクに再充填する再充填工程を有
する請求項７に記載のインクタンクの再生方法。
【請求項９】
　インクタンクが、初期化可能なインクの消費情報を保持する保持手段を有し、前記保持
手段を初期化することで、前記インクタンクを使用可能な状態にする工程を有する請求項
７又は８に記載のインクタンクの再生方法。
【請求項１０】
　インクをインクジェット方法で吐出する工程を有するインクジェット記録方法において
、前記インクが、請求項７～９の何れか１項に記載のインクタンクの再生方法により再生
されたインクタンクのインク収納部に収納された水性インクであることを特徴とするイン
クジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性インク及びこれを供給するために水性インクを保持するインクタンク（
ヘッド付きインクタンクも含まれる）の相関関係を考慮したインクタンク、及び前記イン
クタンクの再生方法、特に、インクジェット記録方法に用いられるインクタンク、及び前
記インクタンクの再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、インク小滴を普通紙、及び、光沢メディア等の記録媒体上
に付与して、画像を形成する記録方法であり、その低価格化、記録速度の向上により、急
速に普及が進んでいる。又、その記録物の高画質化が進んだことに加えて、デジタルカメ
ラの急速な普及に伴い、インクジェットプリンタユーザーは銀塩写真と同等の記録物を出
力することを要求している。
【０００３】
　インクジェット記録方法により得られる記録物が、銀塩写真に匹敵するための要件の一
つとして、記録物の高い堅牢性が挙げられる。従来のインクジェット記録物は、銀塩写真
と比較してその堅牢性が低い。そのため、記録物が光、湿度、熱、空気中に存在する環境
ガス等に長時間さらされた際に、記録物上の色材が劣化し、画像の色調変化や褪色が発生
しやすい、即ち、堅牢性が低いといった問題がある。前述したような課題を解決するため
に、従来から数多くの研究が行われている。
【０００４】
　例えば、アントラピリドン構造を持つ色材を用いることで、堅牢性を向上させる提案が
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ある（例えば、特許文献１及び２参照）。
【０００５】
　又、近年、インクタンクに収納されていたインクが使用され、インクを使い切った状態
のインクタンクに、インクを再充填するリフィルキットなるものが一般ユーザーに使用さ
れることがある。近年の環境問題への対策として、インクの消費状態を、メモリー等の情
報記憶手段に記録する方法や、インクタンク自体に記録する方法も知られており（例えば
、特許文献３及び４参照）、インクを使い切った後のインクタンクのリサイクルも行われ
ている。
【特許文献１】特開２００２－３３２４１９号公報
【特許文献２】特開２００３－１９２９３０号公報
【特許文献３】特公平５－１９４６７号公報
【特許文献４】特開２００４－９７１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　通常、インクは、記録ヘッドに装着するインクタンクや、ノズルが接続されたインクタ
ンクに収納されて使用される。又、従来、インクの特性は、インクとしての性能のみを考
慮して設計されていた。
【０００７】
　本発明者らは、例えば画像堅牢性等の特性が優れたものとなるように設計されたインク
において、インクタンクに収納されたインクを使いきった後に、以下に述べるような課題
が発生することを見出した。即ち、優れた特性を有するインクである程、インクを使いき
った後の状態（以後、「使いきり」状態と言うこともある）のインクタンクの内部におい
て、インクが本来記録画像において発揮するべき特性が発揮されることにより、インクを
構成する成分がインクタンク内部に析出するという現象が発生する。更に、その析出物を
再溶解して、インクタンクを再び利用することは、一般ユーザーにとっては不可能である
ことがわかった。これは即ち、一般ユーザーが事業目的ではなく、個人の用途でリフィル
インクを使用する場合、インクタンク内部において発生した析出物を再溶解できないこと
を意味する。つまり、このような析出物が発生したインクタンクを用いて、満足なインク
ジェット性能や画像性能を得ることは困難である。特に、水性インクを収納するインク収
納部が、毛管力により水性インクを保持する微細経路（又は負圧発生部材）を具備してな
るインクタンクを用いる場合、以下のような現象が起きる。即ち、微細経路（又は負圧発
生部材）は、インクタンクに収納されたインクを使いきった後にも、毛管力によりインク
を保持している。従って、インクタンクの内部に発生する析出物も多くなるため、特に問
題となる。
【０００８】
　この場合、一般ユーザーが空のインクタンクにインクをリフィルするという行為に対す
る手間や時間の浪費、又、リフィルされたインクそのものに無駄が生じ、更には使用する
ことができないインクがリフィルされたインクタンクを廃棄することによって、資源の無
駄や環境汚染がもたらされる。特に、インクがリフィルされたインクタンクを、新品のも
のと同様に使用可能である、と誤って認識した一般ユーザーが、該インクタンクをインク
ジェット記録装置に装着して使用した場合、以下のような問題が発生する。即ち、インク
タンク内部に存在する析出物により、インクの供給不良が発生している状態で記録ヘッド
が動作するため、記録ヘッドの寿命が短くなるという問題や、記録ヘッドの吸引回復を行
う際に、インクジェット記録装置に該インクタンクと同時に装着されている他のインクタ
ンクに収納されたインクにおいても、吸引回復が行われるために、インクの消費量が増え
るという問題等が相乗的に発生する。
【０００９】
　そこで本発明者らは、上記のようなインクを収納したインクタンクが使いきり状態にな
った際に、析出物が発生しないようにすること、即ち、インクタンクに残ったインクをで
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きるだけ液体の状態で保持することに着目した。これは、インクタンクに残ったインクが
液体の状態であれば、該インクが液体の状態ではない場合（例えば、インクを構成する水
性媒体が蒸発した状態）と比較して、析出物の発生が抑えられるためである。インクをで
きるだけ液体の状態で保持するためには、例えば、インクの組成において、析出物を形成
しやすい化合物の溶解度が高く、且つ、不揮発性が大きい水溶性有機溶剤の含有量を増や
し、析出物が発生しにくい構成とすることや、インクタンクの機密性を高めることで、イ
ンク中の揮発成分が、蒸発しにくい構成を有するものとすることが考えられる。
【００１０】
　しかし、このような工夫を行っても、インクタンクに収納されたインクを使い切った後
に、インクタンクが長期間放置される等の状態に置かれた場合には、析出物が発生するこ
とが確認された。
【００１１】
　一方、上記で述べたような析出物がインクタンクの内部に発生するインクタンクを何ら
かの方法で再生することができれば、再生したインクタンクを再利用することが可能とな
り、好ましい。又、この再生したインクタンクにインクを再充填することで、新たに商品
としてインクタンクを提供することが可能となる。
【００１２】
　従って、本発明の第一の目的は、インクジェット記録装置の寿命を延長することができ
、更に、優れた画像堅牢性等の画像特性が得られるインクを収納したインクタンクを提供
することにある。
【００１３】
　又、本発明の第二の目的は、インクを使いきった後に放置等を行うことにより、その内
部に析出物が発生するインクタンクを、再利用することが可能ととなるインクタンクの再
生方法を提供することにある。
【００１４】
　又、本発明の第三の目的は、かかるインクタンクを用いたインクジェット記録方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記の目的は以下の本発明によって達成される。即ち、本発明の第一の目的にかかるイ
ンクタンクは、水性インクを収納するインク収納部が、毛管力により水性インクを保持す
る微細経路を具備してなるインクタンクにおいて、前記水性インクが、少なくとも、水、
水溶性色材を含有し、前記水溶性色材が、下記一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩
であり、更に、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物を含有することを特徴とする。
【００１７】
　一般式（Ｉ）
【００１８】
【化１】

【００１９】
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（一般式（Ｉ）中、Ｒ１は水素原子、アルキル基、ヒドロキシ低級アルキル基、シクロヘ
キシル基、モノ又はジアルキルアミノアルキル基、又はシアノ低級アルキル基であり、Ｙ
は塩素原子、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基（アルキル基上に
スルホン酸基、カルボキシル基、及びヒドロキシル基からなる群から選択される置換基を
有していてもよい）であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に水素原子
、炭素数１～８のアルキル基、又はカルボキシル基（但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及び
Ｒ６のすべてが水素原子である場合を除く）である。）
　一般式（ＩＩ）
【００２０】
【化２】

【００２１】
（一般式（ＩＩ）中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ

１５及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～３のアルキル基、カルボキシル基
又はその塩（但し、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１

５、Ｒ１６の少なくとも２つはカルボキシル基又はその塩である）であり、Ｘは塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、炭素数１～３のモノ又はジアルキルアミノ基である。）
【００２４】
　本発明の第二の目的にかかるインクタンクの再生方法は、水性インクを収納するインク
収納部が、毛管力により水性インクを保持する微細経路を具備してなるインクタンクを再
生するためのインクタンクの再生方法であって、前記水性インクが、少なくとも、水、水
溶性色材を含有し、前記水溶性色材が、下記一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩で
あり、且つ、前記水性インクが、更に、下記の要件（１）及び要件（２）を満たす化合物
として、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物を含有し、ｐＨが１０．０以上の水溶液に
より、該インクタンクの内部に析出した前記一般式（ＩＩ）で表される化合物を溶解する
溶解工程、を有することを特徴とする。
要件（１）前記一般式（ＩＩ）で表される化合物の分子量が、前記一般式（Ｉ）で表され
る水溶性色材の分子量よりも小さい。
要件（２）２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性が、前記一般式（ＩＩ）で表され
る化合物が前記一般式（Ｉ）で表される水溶性色材よりも低い。
　一般式（Ｉ）

【化３】
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（一般式（Ｉ）中、Ｒ１は水素原子、アルキル基、ヒドロキシ低級アルキル基、シクロヘ
キシル基、モノ又はジアルキルアミノアルキル基、又はシアノ低級アルキル基であり、Ｙ
は塩素原子、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基（アルキル基上に
スルホン酸基、カルボキシル基、及びヒドロキシル基からなる群から選択される置換基を
有していてもよい）であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に水素原子
、炭素数１～８のアルキル基、又はカルボキシル基（但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及び
Ｒ６のすべてが水素原子である場合を除く）である。）
【００２５】
　一般式（ＩＩ）
【００２６】
【化４】

【００２７】
（一般式（ＩＩ）中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ

１５及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～３のアルキル基、カルボキシル基
又はその塩（但し、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１

５、Ｒ１６の少なくとも２つはカルボキシル基又はその塩である）であり、Ｘは塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、炭素数１～３のモノ又はジアルキルアミノ基である。）
【００２８】
　本発明の第三の目的にかかるインクジェット記録方法は、インクをインクジェット方法
で吐出する工程を有するインクジェット記録方法において、前記インクが、上記構成のイ
ンクタンクのインク収納部に収納された水性インクであることを特徴とする。又、本発明
の第三の目的にかかるインクジェット記録方法の別の実施態様は、インクをインクジェッ
ト方法で吐出する工程を有するインクジェット記録方法において、前記インクが、上記構
成のインクタンクの再生方法により再生されたインクタンクのインク収納部に収納された
水性インクであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明の第一の目的にかかる第一発明によれば、インクジェット記録装置の寿命を延長
することができ、更に、優れた画像堅牢性等の画像特性が得られるインクを収納したイン
クタンクを提供することができる。又、本発明の第二の目的にかかる第二発明によれば、
インクを使いきった後に放置等を行うことにより、その内部に析出物が発生するインクタ
ンクを、再利用することが可能ととなるインクタンクの再生方法を提供することができる
。又、本発明の第三の目的にかかる第三発明によれば、かかるインクタンクを用いたイン
クジェット記録方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、好ましい実施の形態を挙げて本発明を更に詳細に説明する。
【００３１】
　尚、本発明においては、化合物が塩である場合は、インク中では塩はイオンに解離して
存在しているが、便宜上、「塩を含有する」と表現する。
【００３２】
　本発明は一般的なインクタンク及びそれを用いた記録全般に対して効果が発揮されるが
、特にインクジェット記録方法に用いられるインクタンクである場合に特に効果が発揮さ
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れるために好ましい。以下、インクジェット用インクとして本発明のインクを用いた場合
について説明する。
【００３３】
　本発明における、「使いきり」状態とは、インクタンクの内部に残存するインクを強い
毛管力で保持しており、インクジェット記録装置等に該インクタンクを装着してもインク
を供給することができない状態や、該インクタンクが長期間放置される等の状態に置かれ
たためにインクの一部がインク供給路の内部で析出すること等により、実質的に使用する
ことが難しい状態等を含む。
【００３４】
　本発明においては、インクタンクは毛管力により水性インクを保持することを特徴とす
るが、前記毛管力は、インクタンクに十分な量のインクが充填されている状態から「使い
きり」状態まで持続するものである。つまり、微細経路又は負圧発生部材は、インクタン
クに収納されたインクを使用することができるか否かに関わらず、常に所定量のインクの
インクを保持している。従って、微細経路又は負圧発生部材は、インクタンクがインクを
供給することができない状態、即ち、「使いきり」状態であっても、毛管力により所定量
のインクを保持していることになる。
【００３５】
　＜本発明の技術思想＞
　従来の、例えば画像堅牢性等の特性が比較的低いインクにおいては、インクを使用して
いる間は勿論のこと、インクを使い切った後のインクタンクの内部に、水溶性色材や添加
剤等の成分に由来する析出物が発生することはなく、インクを使い切ったインクタンクに
インクをリフィルして再利用を行っても、インクの供給には特に不具合は生じていなかっ
た。
【００３６】
　しかし、例えば画像堅牢性等の特性がある一定のレベル以上に到達するように設計され
たインクを、使いきり状態でも毛管力によりインクを保持する微細経路を具備してなるイ
ンクタンクに収納して用いた場合、次のような問題が発生した。即ち、インクの容量が十
分に残っている時は、該インクタンクは何ら問題なく使用することができるが、インクタ
ンクに収納されたインクを使い切った後に、該インクタンクをインクジェット記録装置か
ら取り出した状態で長期間放置した時に、インクタンクの内部に水溶性色材や添加剤等の
成分に由来する析出物が発生した。この析出物の発生は、従来のインクを上記のようなイ
ンクタンクに収納した場合には発生することがなかったため、このような析出物の発生は
従来の状況からは予想できないものであった。そして、析出物の多くはインク収納部内の
毛管力によりインクを保持する微細経路に発生しており、更に、該析出物はインクを保持
する微細経路に強固に付着していた。
【００３７】
　上記で述べた現象が発生すると、析出物が微細経路を閉塞させることにより、インクタ
ンク内部で発生する負圧が増大する場合がある。このような状態でインクを再充填してイ
ンクタンクを再使用すると、微細経路にインクが保持される力が大きくなるため、記録ヘ
ッドへのインクを供給する力が不足した状態で記録動作が行われる。その結果、記録ヘッ
ドの寿命が短くなるという問題や、記録ヘッドの吸引回復を行う際に、インクジェット記
録装置に該インクタンクと同時に装着されている他のインクタンクに収納されたインクに
おいても、吸引回復が行われるために、インクの消費量が増えるという問題が発生する。
【００３８】
　上記のような問題が発生する一方で、析出物の存在により微細経路が閉塞された部分に
おいては、本来必要となる毛管力が得られなくなる場合が発生する。この結果、負圧が減
少してインクの供給が不安定になる場合がある。この現象は、インク収納部が、構造の異
なる複数の微細経路構造を具備してなるインクタンクにおいて、該構造の異なる複数の微
細経路構造同士が接触している面の近傍に析出物が発生する場合に、特に問題となる。即
ち、インクタンクの微細経路構造において、負圧のばらつきが存在することは好ましくな
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い。
【００３９】
　更に、本発明者らは、前記析出物はインクを保持する微細経路に強固に付着しているた
め、一般ユーザーが入手可能な水等を用いてインクタンクを洗浄しても、該析出物を再溶
解することは不可能であることを確認した。
【００４０】
　本発明者らがインクタンクの内部において発生する析出物を解析した結果、該析出物は
、画像堅牢性を向上させるためにインクに添加する化合物、つまり、画像堅牢性を向上さ
せる化合物に由来する物質が主成分である場合があることがわかった。本発明者らが、画
像堅牢性を向上させる化合物の構造と、インクに含有される水溶性色材との関係を詳細に
解析したところ、以下の４つの要件が明らかとなった。
要件（１）画像堅牢性を向上させる化合物の分子量が、水溶性色材の分子量よりも小さい
。
要件（２）画像堅牢性を向上させる化合物の分子構造の一部が、水溶性色材の分子構造の
一部と類似している。
要件（３）画像堅牢性を向上させる化合物の１分子あたりのカルボキシル基数が、水溶性
色材の１分子あたりのカルボキシル基数よりも多い。
要件（４）画像堅牢性を向上させる化合物の２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性
が、水溶性色材の２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性よりも低い。
【００４１】
　つまり、これら４つの要件を満たす化合物及び水溶性色材を含有するインクは、画像堅
牢性に非常に優れるということであり、これら４つの要件を満たす化合物及び水溶性色材
を含有するインクを収納するインクタンクは、非常に高い画像堅牢性を達成できるという
ことである。
【００４２】
　但し、該析出物が、画像堅牢性を向上させるためにインクに添加する化合物に由来する
化合物でない場合であっても、以下のような場合は、本発明に該当する。即ち、（１）析
出物の分子量が、水溶性色材の分子量よりも小さく、（２）析出物の分子構造の一部が、
水溶性色材の分子構造の一部と類似している、（３）析出物の１分子あたりのカルボキシ
ル基数が、水溶性色材の１分子あたりのカルボキシル基数よりも多い、（４）析出物の２
５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性が、水溶性色材の２５℃におけるｐＨ７の純水
に対する溶解性よりも低い、場合である。
【００４３】
　ここで、上記要件（１）～要件（４）の関係を、インクの機能の観点から述べる。要件
（１）は、画像堅牢性を向上させる化合物の分子量を、水溶性色材の分子量よりも小さく
することで、インクを使用する際に、不具合の発生を抑制することができると推測される
。又、要件（２）は、画像堅牢性を向上させる化合物の分子構造の一部が、水溶性色材の
分子構造の一部と類似していることより、インク中において画像堅牢性を向上させる化合
物及び水溶性色材の相互の親和性が高くなるため、お互いが悪影響を及ぼしあわず、イン
クの保存安定性（インクジェット方法においては、吐出性）が良好なインクを得ることが
できると推測される。又、要件（３）及び要件（４）は、インク液滴が記録媒体に着弾し
た後、インク中の水分が減少することや、インクのｐＨが酸性側に到ることにより、分子
内にカルボキシル基が多い化合物、即ち、画像堅牢性を向上させる化合物が優先して記録
媒体の表面近傍に析出して存在することにより、画像堅牢性を向上することができると推
定される。つまり、画像堅牢性を向上させる化合物が、水溶性色材を保護する働きが得ら
れ、水溶性色材の分解等を抑制することができるために、画像堅牢性が向上する。以上の
ように、要件（１）～要件（４）は、インクを使用する際や、記録媒体に画像を形成する
際には、画像堅牢性の向上に対して良好な働きを示す。
【００４４】
　一方で、上記要件（１）～要件（４）の関係を、インクタンクの機能の観点から述べる
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。インクを使いきった後のインクタンクの内部においては、上記要件（３）及び要件（４
）の関係により、インクタンクの内部に残留したインクが周囲の空気と接触する機会が急
激に増大する。その結果、インクタンクの内部においては急激に水分が減少し、更に、イ
ンクタンクの内部に残留したインクが近傍の二酸化炭素等を吸収することで、インクのｐ
Ｈが酸性側に到ることで、画像堅牢性を向上させる化合物がインクタンクの内部に析出す
る。又、要件（２）により、画像堅牢性を向上させる化合物がインクタンクの内部におい
て析出すると、該画像堅牢性を向上させる化合物の分子構造の一部に類似している構造を
有する水溶性色材も併せてインクタンクの内部に析出する。更に、要件（４）により、一
般ユーザーが入手可能な水等を用いてインクタンクを洗浄しても、該析出物を除去するこ
とは困難である。以上のように、前記したような特性を有するインクを収納したインクタ
ンクを用いて、十分なインクジェット性能を得ることは困難である。
【００４５】
　従って、本発明者らは、上記の関係を有するインクが収納されたインクタンクは、イン
クリフィルを行うことなく、使いきり、即ち、１度のみの使用とすることが最良であると
の結論に至った。
【００４６】
　＜インクタンク＞
　本発明のインクタンクの形状は、例えば、図１のようにインク収納部の一部に負圧発生
機構を有する形態、又は図２のようにインク収納部の全体に負圧発生機構を有する形態、
更には、図３のように、インクを吐出するノズルを有する形態とすることができる。又、
その双方を組み合わせた構成としても良い。
【００４７】
　図１は、インク収納部の一部に負圧発生機構として吸収体部材を有するインクタンクの
概略説明図である。図１において、インクタンク１００は、上部で大気連通口１１２を介
して大気に連通し、下部でインク供給口に連通して、内部に負圧発生部材を収納する負圧
発生部材収納室１３４、及び、液体のインクを収納する実質的に密閉された液体収納室１
３６、を隔壁１３８で仕切る構造を有する。負圧発生部材収納室１３４及び液体収納室１
３６は、インクタンク１００の底部付近で隔壁１３８に形成された連通部１４０、及び液
体供給動作時に液体収納室への大気の導入を促進するための大気導入路１５０を介しての
み連通されている。負圧発生部材収納室１３４を形成するインクタンク１００の上壁には
、内部に突出する形態で複数個のリブが一体に成形され、負圧発生部材収納室１３４に圧
縮状態で収納される負圧発生部材と当接している。このリブにより、上壁と負圧発生部材
の上面との間にエアバッファ室が形成されている。又、供給口１１４を備えたインク供給
筒には、負圧発生部材より毛管力が高く、且つ物理的強度が大きい圧接体１４６が設けら
れており、負圧発生部材と圧接している。
【００４８】
　負圧発生部材収納室１３４内には、負圧発生部材として、ポリエチレン等のオレフィン
系樹脂の繊維からなる第一の負圧発生部材１３２Ｂ及び第二の負圧発生部材１３２Ａ、の
２つの毛管力発生型負圧発生部材を収納している。１３２Ｃはこの２つの負圧発生部材の
境界層であり、境界層１３２Ｃの仕切壁１３８との交差部分は、連通部を下方にした液体
収納容器の使用時の姿勢において大気導入路１５０の上端部より上方に存在している。又
、負圧発生部材内に収納されるインクは、インクの液面Ｌで示されるように、上記境界層
１３２Ｃよりも上方まで存在している。
【００４９】
　ここで、第一の負圧発生部材１３２Ｂと第二の負圧発生部材１３２Ａの境界層は圧接し
ており、負圧発生部材の境界層近傍は他の部位と比較して圧縮率が高く、毛管力が強い状
態となっている。即ち、第一の負圧発生部材１３２Ｂの毛管力をＰ１、第二の負圧発生部
材１３２Ａの毛管力をＰ２、負圧発生部材同士の界面の持つ毛管力をＰＳとすると、Ｐ２
＜Ｐ１＜ＰＳとなっている。
【００５０】
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　本発明のインクタンクに収納されるインクにおいては、特にインクタンクが図１に示す
形態のインクタンクである場合、第一の負圧発生部材１３２Ｂ及び第二の負圧発生部材１
３２Ａの境界層１３２Ｃの近傍で析出物が発生すると、負圧発生部材の負圧が小さくなり
、インクの供給が不安定になる場合がある。
【００５１】
　図２は、インク収納部の全体に負圧発生機構として吸収体部材を有するインクタンクの
概略説明図である。図２に示す形態のインクタンクは、負圧発生機構としてスポンジ等の
吸収体部材（網線で示す部材）Ｔ２２をその内部にほぼくまなく配置し、記録ヘッドへ供
給するインクを吸収体部材に保持させることでインクを収納するものである。インクタン
ク筐体の上端には大気連通口Ｔ２３が設けられており、下部には記録ヘッドへのインク供
給口Ｔ２４が設けられている。
【００５２】
　図３は、ノズルが接続されているインクタンクの外観斜視図である。図３に示す形態の
インクタンクは、インク収納部Ｔ３１及びインクを吐出させるノズルＴ３２を備えている
。
【００５３】
　本発明のインクタンクは、使いきり状態を判断する情報を有していてもよく、この場合
、該インクタンクを装着するインクジェット記録装置は、使いきり状態のインクタンクの
情報をもとに、記録を行わない、禁止モードを有していてもよい。
【００５４】
　＜水性インク＞
　本発明者らは、毛管力により水性インクを保持する微細経路を具備してなるインクタン
クが、特定の水性インクを収納する場合、通常の使用状態では良好なインクジェット性能
が得られ、画像堅牢性を向上させる化合物を添加することにより画像堅牢性が向上するが
、インクを使い切った後に、インクタンクの内部、特に微細経路に析出物が発生し、微細
経路が閉塞されることを明らかとした。
【００５５】
　前記特定の水性インクとは、水、水溶性色材として下記一般式（Ｉ）で表される化合物
又はその塩であり、且つ、下記の下記の要件（１）～要件（４）を満たす化合物を含有す
るものである。
要件（１）画像堅牢性を向上させる化合物の分子量が、水溶性色材の分子量よりも小さい
。
要件（２）画像堅牢性を向上させる化合物の分子構造の一部が、水溶性色材の分子構造の
一部と類似している。
要件（３）画像堅牢性を向上させる化合物の１分子あたりのカルボキシル基数が、水溶性
色材の１分子あたりのカルボキシル基数よりも多い。
要件（４）画像堅牢性を向上させる化合物の２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性
が、水溶性色材の２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性よりも低い。
【００５６】
　一般式（Ｉ）
【００５７】



(13) JP 4794940 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

【化５】

【００５８】
（一般式（Ｉ）中、Ｒ１は水素原子、アルキル基、ヒドロキシ低級アルキル基、シクロヘ
キシル基、モノ又はジアルキルアミノアルキル基、又はシアノ低級アルキル基であり、Ｙ
は塩素原子、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基（アルキル基上に
スルホン酸基、カルボキシル基、及びヒドロキシル基からなる群から選択される置換基を
有していてもよい）であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に水素原子
、炭素数１～８のアルキル基、又はカルボキシル基（但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及び
Ｒ６のすべてが水素原子である場合を除く）である。）
　一般式（ＩＩ）
【００５９】

【化６】

【００６０】
（一般式（ＩＩ）中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ

１５及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～３のアルキル基、カルボキシル基
又はその塩（但し、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１

５、Ｒ１６の少なくとも２つはカルボキシル基又はその塩である）であり、Ｘは塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、炭素数１～３のモノ又はジアルキルアミノ基である。）
　インクタンクの内部に発生した析出物が微細経路を閉塞させる現象は、インクタンクに
収納されたインクを使い切った後に、インクタンクの内部において次に述べるような現象
が起こるために発生すると考えられる。インクタンクの内部に残留するインクに含まれる
水分が非常に早く減少することや、空気中の二酸化炭素がインクに溶解するために、イン
クタンクの内部に残留するインクのｐＨが酸性側に到ること等により、分子内にカルボキ
シル基を多く有する一般式（ＩＩ）で表される化合物が優先的にインクタンクの内部にお
いて析出する。
【００６１】
　ｐＨの影響による析出性の検証を行うため、２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解
性を、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩、及び、一般式（ＩＩ）で表される化合
物について比較したところ、一般式（ＩＩ）で表される化合物が、一般式（Ｉ）で表され
る化合物又はその塩と比較して、溶解性が低いことがわかった。このことからも、一般式
（ＩＩ）で表される化合物は、析出性が高いことが裏付けられた。
【００６２】
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　更に、一般式（ＩＩ）で表される化合物の分子構造の多くの部位が、一般式（Ｉ）で表
される化合物又はその塩の分子構造の一部と類似している。この結果、一般式（Ｉ）で表
される化合物又はその塩及び一般式（ＩＩ）で表される化合物の双方が混在しているイン
クがインクタンクの内部にある程度存在する場合は、インク中において一般式（Ｉ）で表
される化合物又はその塩及び一般式（ＩＩ）で表される化合物の相互の親和性が高くなる
ため、お互いが悪影響を及ぼしあわず、インクジェット適性が良好なインクを得ることが
できると推測される。
【００６３】
　従って、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩、及び、一般式（ＩＩ）で表される
化合物、の関係は、本発明における水溶性色材と画像堅牢性を向上させる化合物の関係で
ある、上述の要件（１）～要件（４）を満たすことがわかる。従って、一般式（Ｉ）で表
される化合物又はその塩、及び、一般式（ＩＩ）で表される化合物を含有するインクを収
納したインクタンクは、通常は使いきり、即ち、１度のみの使用とする必要がある。
【００６４】
　（色材）
　〔一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩〕
　本発明の水性インク（以下、単に「インク」と呼ぶこともある）は、水溶性色材として
、下記一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩を含有することが好ましい。
【００６５】
　一般式（Ｉ）
【００６６】

【化７】

【００６７】
（一般式（Ｉ）中、Ｒ１は水素原子、アルキル基、ヒドロキシ低級アルキル基、シクロヘ
キシル基、モノ又はジアルキルアミノアルキル基、又はシアノ低級アルキル基であり、Ｙ
は塩素原子、ヒドロキシル基、アミノ基、モノ又はジアルキルアミノ基（アルキル基上に
スルホン酸基、カルボキシル基、及びヒドロキシル基からなる群から選択される置換基を
有していてもよい）であり、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に水素原子
、炭素数１～８のアルキル基、又はカルボキシル基（但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及び
Ｒ６のすべてが水素原子である場合を除く）である。）
　下記の例示化合物１～７は、上記一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩の好ましい
例示化合物である。勿論、本発明は以下の化合物に限定されるわけではない。尚、下記例
示化合物において可溶化基は全てＨ型で記載してあるが、塩を形成していても良い。
【００６８】
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【００６９】
　上記の例示化合物の中でも、例示化合物６のナトリウム塩である、下記例示化合物Ａを
用いることが特に好ましい。
【００７０】
　例示化合物Ａ
【００７１】
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【化９】

【００７２】
　一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩の含有量は、インク全質量に対して、０．１
質量％以上１０．０質量％以下であることが好ましい。含有量が０．１質量％未満である
場合、十分な画像濃度が得られない場合があり、含有量が１０．０質量％を超える場合、
インクを吐出させる記録ヘッドのノズル部の固着回復性が得られない等、良好なインクジ
ェット特性が得られない場合がある。但し、高い画像濃度を達成するためには、含有量が
３．０質量％以上１０．０質量％以下であることが好ましく、更に、より高い画像濃度を
達成するためには、含有量が４．５％質量％以上１０．０質量％以下であることが好まし
い。
【００７３】
　又、近年、インクジェット記録方法により得られる画像を銀塩写真に匹敵する画像品質
とするために、色材濃度が低いインク、いわゆる淡色インクが用いられることがある。本
発明のインクを淡色インクとして用いる場合は、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその
塩の含有量は、インク全質量に対して、０．１質量％以上３．０質量％以下であることが
好ましく、更に、記録物の粒状性に優れたインクとする場合には、含有量が０．１質量％
以上２．５質量％以下であることがより好ましい。
【００７４】
　一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩は、単独で用いても、又、複数を組み合わせ
て用いてもよい。更に、本発明においては、色材として一般式（Ｉ）で示される化合物又
はその塩を単独で用いても、又、色調等を整えるために他の色材と組み合わせて用いても
よい。尚、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩と、他の色材を組み合わせて用いる
場合における、色材のインク全質量に対する含有量の比率は、一般式（Ｉ）で示される化
合物又はその塩の含有量、及びその他の色材の含有量が、１．０：１０．０～１０．０：
１．０の範囲であることが好ましい。
【００７５】
　〔その他の色材〕
　本発明においては、上記化合物の他に、調色用の色材として上記以外の色材を用いても
構わない。
【００７６】
　又、フルカラー画像等を形成するために、例えば、ブラックインク、シアンインク、イ
エローインク等の、本発明のインクとは別の色調を有するインクを併用しても構わない。
又、これらのインクと同一の色調を有し、且つ、色材濃度の低い、いわゆる淡インクを組
み合わせて用いることもできる。これらの別の色調を有するインク、又は淡インクの色材
は、公知の色材であっても、新規に合成された色材であっても用いることができる。
【００７７】
　尚、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩と共に、調色用の色材をインクに含有さ
せる場合、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩と、調色用の色材の含有量との合計
（質量％）は、インク全質量に対して、０．１質量％以上１０．０質量％以下であること
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が好ましい。一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩を単独で用いる場合と同様に、含
有量が０．１質量％未満である場合、十分な画像濃度が得られない場合があり、含有量が
１０．０質量％を超える場合、インクを吐出させる記録ヘッドのノズル部の固着回復性が
得られない等、良好なインクジェット特性が得られない場合があるためである。調色用の
色材を含有する濃インク及び淡インクにおける色材の含有量の合計についても、調色を行
わない場合と同様である。
【００７８】
　以下に、調色用色材、及び本発明のインクと共に使用する他のインクに用いる色材の具
体例を色調別に示す。勿論、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００７９】
　［イエロー色材］
Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー：８、１１、１２、２７、２８、３３、３９、４４、５０、
５８、８５、８６、８７、８８、８９、９８、１００、１１０、１３２、１７３等
Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー：１、３、７、１１、１７、２３、２５、２９、３６、３８、
４０、４２、４４、７６、９８、９９等
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー：１、２、３、１２、１３、１４、１５、１６、１７、７３
、７４、７５、８３、９３、９５、９７、９８、１１４、１２８、１３８、１８０等
　［マゼンタ色材］
Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド：２、４、９、１１、２０、２３、２４、３１、３９、４６、
６２、７５、７９、８０、８３、８９、９５、１９７、２０１、２１８、２２０、２２４
、２２５、２２６、２２７、２２８、２２９、２３０等
Ｃ．Ｉ．アシッドレッド：６、８、９、１３、１４、１８、２６、２７、３２、３５、４
２、５１、５２、８０、８３、８７、８９、９２、１０６、１１４、１１５、１３３、１
３４、１４５、１５８、１９８、２４９、２６５、２８９等
Ｃ．Ｉ．フードレッド：８７、９２、９４等
Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット：１０７等
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド：２、５、７、１２、４８：２、４８：４、５７：１、１１２
、１２２、１２３、１６８、１８４、２０２等
　［シアン色材］
Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー：１、１５、２２、２５、４１、７６、７７、８０、８６、９
０、９８、１０６、１０８、１２０、１５８、１６３、１６８、１９９、２２６、３０７
等
Ｃ．Ｉ．アシッドブルー：１、７、９、１５、２２、２３、２５、２９、４０、４３、５
９、６２、７４、７８、８０、９０、１００、１０２、１０４、１１２、１１７、１２７
、１３８、１５８、１６１、２０３、２０４、２２１、２４４等
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー：１、２、３、１５、１５：２、１５：３、１５：４、１６、
２２、６０等
　［オレンジ色材］
Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ：７、８、１０、１２、２４、３３、５６、６７、７４、８８
、９４、１１６、１４２等
Ｃ．Ｉ．アシッドレッド：１１１、１１４、２６６、３７４等
Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ：２６、２９、３４、３９、５７、１０２、１１８等
Ｃ．Ｉ．フードオレンジ：３等
Ｃ．Ｉ．リアクティブオレンジ：１、４、５、７、１２、１３、１４、１５、１６、２０
、２９、３０、８４、１０７等
Ｃ．Ｉ．ディスパースオレンジ：１、３、１１、１３、２０、２５、２９、３０、３１、
３２、４７、５５、５６等
Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ：４３等
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド：１２２、１７０、１７７、１９４、２０９、２２４等
　［グリーン色材］



(18) JP 4794940 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン：１、３、５、６、９、１２、１５、１６、１９、２１、２５
、２８、８１、８４等
Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン：２６、５９、６７等
Ｃ．Ｉ．フードグリーン：３等
Ｃ．Ｉ．リアクティブグリーン：５、６、１２、１９、２１等
Ｃ．Ｉ．ディスパースグリーン：６、９等
Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン：７、３６等
　［ブルー色材］
Ｃ．Ｉ．アシッドブルー：６２、８０、８３、９０、１０４、１１２、１１３、１４２、
２０３、２０４、２２１、２４４等
Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー：４９等
Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット：１７、１９、４８、４９、５４、１２９等
Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット：９、３５、４７、５１、６６、９３、９５、９９等
Ｃ．Ｉ．リアクティブバイオレット：１、２、４、５、６、８、９、２２、３４、３６等
Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット：１、４、８、２３、２６、２８、３１、３３、３５
、３８、４８、５６等
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー：１５：６等
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット：１９、２３、３７等
　［ブラック色材］
Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック：１７、１９、２２、３１、３２、５１、６２、７１、７４
、１１２、１１３、１５４、１６８、１９５等
Ｃ．Ｉ．アシッドブラック：２、４８、５１、５２、１１０、１１５、１５６等
Ｃ．Ｉ．フードブラック：１、２等
カーボンブラック等
【００８０】
　本発明者らは、毛管力により水性インクを保持する微細経路を具備してなるインクタン
クを使用する場合、水性インクに含有される水溶性色材が、上記一般式（Ｉ）で表される
化合物又はその塩ではなく、他の水溶性色材である場合においても、水と、上記水溶性色
材に比較して相対的に小さい分子量で、上記水溶性色材に比較して２５℃でｐＨ７の純水
での溶解性が相対的に低く且つ上記一般式（ＩＩ）である分子構造の化合物を有するイン
クであれば、通常使用状態では良好なインクジェット性能が得られ、上記一般式（ＩＩ）
で表される化合物の添加効果により画像堅牢性が向上するが、インクタンクの使いきり状
態後ではインク収納部内の微細経路が閉塞されることが明らかとなった。従って、上記の
ことを考慮すると、この様なインクタンクも使いきりとすることが重要となる。
【００８１】
　（一般式（ＩＩ）で表される化合物）
　本発明にかかるインクは、下記一般式（ＩＩ）で表される化合物又はその塩を含有する
ことが好ましい。
【００８２】
　一般式（ＩＩ）
【００８３】
【化１０】

【００８４】
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（一般式（ＩＩ）中、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ

１５及びＲ１６はそれぞれ独立に水素原子、炭素数１～３のアルキル基、カルボキシル基
又はその塩（但し、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１

５、Ｒ１６の少なくとも２つはカルボキシル基又はその塩である）であり、Ｘは塩素原子
、ヒドロキシル基、アミノ基、炭素数１～３のモノ又はジアルキルアミノ基である。）
　本発明においては、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、画像堅牢性を向上させるため
の化合物としての働きを示す。画像堅牢性向上の観点からは、一般式（ＩＩ）で表される
化合物は、記録媒体の表面近傍に存在させることが好ましい。上記で述べたように、イン
クが記録媒体に着弾した後に、インク中の水分が減少することや、インクのｐＨが酸性側
に到ることにより、分子内にカルボキシル基が多い化合物、即ち、画像堅牢性を向上させ
る化合物が優先して記録媒体の表面近傍に析出して存在することにより、画像堅牢性を向
上することができると推定される。従って、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、その分
子構造中の両端のフェニル基に１つずつ、合計２つのカルボキシル基が置換した構造であ
ることが特に好ましい。そして、前述のように一般式（ＩＩ）で表される化合物における
１分子あたりのカルボキシル基の数が２つである場合には、一般式（Ｉ）で表される化合
物又はその塩における１分子あたりのカルボキシル基の数は、１つ以下である必要がある
。
【００８５】
　更に、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、アルカリ金属の塩の形態で用いることが好
ましい。又更には、インクの吐出安定性と、インク中における化合物の溶解性とのバラン
スの観点から前記アルカリ金属が、ナトリウムであることが好ましい。一般式（ＩＩ）で
表される化合物の好ましい具体例には、例えば、下記例示化合物Ｂが挙げられる。
【００８６】
　例示化合物Ｂ
【００８７】
【化１１】

【００８８】
　一般式（ＩＩ）で表される化合物は分子内にカルボキシル基を有するため、インクのｐ
Ｈが強酸性である場合、インクに対する溶解性が低下するため、インクのｐＨは、一般式
（ＩＩ）で表される化合物を安定に溶解することができる範囲に調整することが好ましい
。一方で、インクジェット記録装置を構成する部材の耐インク性を考慮すると、インクの
ｐＨが強塩基性である場合、不具合が発生する場合がある。従って、インクジェット記録
方法に用いられるインクタンクのように、長期間の保存を必要とする場合でも、一般式（
ＩＩ）で表される化合物がインクを使い切る前にインクタンクの内部に析出することがな
く、優れた印字性能を得るためには、インクの２５℃におけるｐＨが、４．０以上１０．
５以下であり、且つ、一般式（ＩＩ）で表される化合物のインク全質量に対する含有量（
質量％）が、０．０２質量％以上２．１質量％以下であることが好ましい。
【００８９】
　（一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩、及び一般式（ＩＩ）で表される化合物の
検証方法）
　本発明において用いられる、一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩、及び一般式（
ＩＩ）で表される化合物の検証には、高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用いた
下記（１）～（３）の検証方法が適用できる。
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（１）ピークの保持時間
（２）（１）のピークにおける最大吸収波長
（３）（１）のピークにおけるマススペクトルのＭ／Ｚ（ｐｏｓｉ、ｎｅｇａ）
　高速液体クロマトグラフィーの分析条件は以下に示す通りである。純水で約１０００倍
に希釈したインク溶液に対して、下記の条件で高速液体クロマトグラフィーでの分析を行
い、ピークの保持時間（ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｔｉｍｅ）、及び、ピークの最大吸収波長
を測定する。
・カラム：Ｓｙｍｍｅｔｒｙ　Ｃ１８　２．１ｍｍ×１５０ｍｍ
・カラム温度：４０℃
・流速：０．２ｍｌ／ｍｉｎ
・ＰＤＡ：２１０ｎｍ～７００ｎｍ
・移動相及びグラジエント条件：表１
【００９０】
【表１】

【００９１】
　又、マススペクトルの分析条件は以下に示す通りである。得られたピークに対して、下
記の条件でマススペクトルを測定し、最も強く検出されたＭ／Ｚをｐｏｓｉ、ｎｅｇａそ
れぞれに対して測定する。
・イオン化法
・ＥＳＩ　キャピラリ電圧　３．５ｋＶ
　　　　　脱溶媒ガス　　　３００℃
　　　　　イオン源温度　　１２０℃
・検出器　ｐｏｓｉ　　　　４０Ｖ　２００－１５００ａｍｕ／０．９ｓｅｃ
　　　　　ｎｅｇａ　　　　４０Ｖ　２００－１５００ａｍｕ／０．９ｓｅｃ
　例えば、上記した例示化合物Ａ、及び、上記した例示化合物Ｂの化合物に対しての保持
時間、最大吸収波長、Ｍ／Ｚ（ｐｏｓｉ）、Ｍ／Ｚ（ｎｅｇａ）の値を表２に示す。表２
に示された値に該当する場合、本発明において用いる化合物に該当すると判断できる。
【００９２】
【表２】

【００９３】
　（水性媒体）
　本発明のインクタンクに用いられる水性インクは、水、或いは水と各種水溶性有機溶剤
との混合溶媒である水性媒体を使用することができる。
【００９４】
　水溶性有機溶剤は、水溶性であれば特に制限は無く、エタノール、イソプロパノール、
ｎ－ブタノール、イソブタノール、第二ブタノール、第三ブタノール等の炭素数１～４の
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アルキルアルコール；Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又はＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド
等のカルボン酸アミド；アセトン、メチルエチルケトン、２－メチル－２－ヒドロキシペ
ンタン－４－オン等のケトン；又は、ケトアルコール、テトラヒドロフラン、ジオキサン
等の環状エーテル；グリセリン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、テトラエチレングリコール、１，２－又は１，３－プロピレングリコー
ル、１，２－又は１，４－ブチレングリコール、ポリエチレングリコール、１，３－ブタ
ンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，６－ヘキサン
ジオール、ジチオグリコール、２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，２，６－ヘ
キサントリオール、アセチレングリコール誘導体、トリメチロールプロパン等の多価アル
コール類；エチレングリコールモノメチル（又はエチル）エーテル、ジエチレングリコー
ルモノメチル（又はエチル）エーテル、トリエチレングリコールモノエチル（又はブチル
）エーテル等の多価アルコールのアルキルエーテル類；２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２
－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン、Ｎ－メチルモルホリンなどの
複素環類；ジメチルスルホキシド等の含硫黄化合物；尿素、及び、尿素誘導体等を用いる
ことができる。上記水溶性有機溶剤は、単独で用いても、或いは混合物として用いても良
い。
【００９５】
　これらの水溶性有機溶剤の含有量は、インク全質量に対して好ましくは５質量％～９０
質量％、より好ましくは１０質量％～５０質量％である。含有量がこの範囲より少ない場
合は、インクジェット用として用いた場合に、吐出性等の信頼性が悪化する場合があり、
含有量がこの範囲より多い場合は、インクの粘度が上昇することにより、インクの供給不
良が発生する場合があるためである。
【００９６】
　又、水は脱イオン水（イオン交換水）を用いることが好ましい。水の含有量は、インク
全質量に対して１０質量％～９０質量％であることが好ましい。
【００９７】
　（その他の添加剤）
　更に、本発明においては必要に応じて、界面活性剤、ｐＨ調整剤、防錆剤、防腐剤、防
カビ剤、キレート化剤、防錆剤、紫外線吸収剤、粘度調整剤、消泡剤、及び、水溶性ポリ
マー等、種々の添加剤を含有させてもよい。
【００９８】
　界面活性剤の具体例は、アニオン界面活性剤、両面界面活性剤、カチオン界面活性剤、
ノニオン界面活性剤などが挙げられる。
【００９９】
　アニオン界面活性剤の具体例は、アルキルスリホカルボン酸塩、α－オレフィンスルホ
ン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸及びその塩、
Ｎ－アシルメチルタウリン塩、アルキル硫酸塩ポリオキシアルキルエーテル硫酸塩、アル
キル硫酸塩ポリオキシエチレンアルキルエーテル燐酸塩、ロジン酸石鹸、ヒマシ油硫酸エ
ステル塩、ラウリルアルコール硫酸エステル塩、アルキルフェノール型燐酸エステル、ア
ルキル型燐酸エステル、アルキルアリルスルホン塩酸、ジエチルスルホ琥珀酸塩、ジエチ
ルヘキシルスルホ琥珀酸ジオクチルスルホ琥珀酸塩などが挙げられる。
【０１００】
　カチオン界面活性剤の具体例は、２－ビニルピリジン誘導体、ポリ４－ビニルピリジン
誘導体などがある。両面活性剤としては、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、２－ア
ルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ヤシ
油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ポリオクチルポリアミノエチルグ
リシン、その他イミダゾリン誘導体などがある。
【０１０１】
　ノニオン界面活性剤の具体例は、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオ
キシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンドデシルフェニルエーテル
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、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシアリルキルアルキルエーテル等のエーテル系
、ポリオキシエチレンオレイン酸、ポリオキシエチレンオレイン酸エステル、ポリオキシ
エチレンジステアリン酸エステル、ソルビタンラウレート、ソルビタンモノステアレート
、ソルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレート、ポリオキシエチレンモノオレ
エート、ポリオキシエチレンステアレート等のエステル系、２，４，７，９－テトラメチ
ル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオー
ル、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オールなどのアセチレングリコール系（例え
ば、川研ファインケミカル製アセチレノールＥＨ、日信化学製サーフィノール１０４、８
２、４６５、オルフィンＳＴＧ等）が挙げられる。
【０１０２】
　ｐＨ調整剤は、インクのｐＨを所定の範囲に制御できるものであれば任意の物質を用い
ることができる。具体的には、例えば、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、イ
ソプロパノールアミン、トリスヒドロキシメチルアミノメタンなどのアルコールアミン化
合物、水酸化リチウム、水酸化カリウムなどのアルカリ金属の水酸化物、水酸化アンモニ
ウム、或いは炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムなどのアルカリ金属の炭酸塩
などが挙げられる。
【０１０３】
　防腐剤・防カビ剤の具体例は、例えば、有機硫黄系、有機窒素硫黄系、有機ハロゲン系
、ハロアリルスルホン系、ヨードプロパギル系、Ｎ－ハロアルキルチオ系、ベンツチアゾ
ール系、ニトチリル系、ピリジン系、８－オキシキノリン系、ベンゾチアゾール系、イソ
チアゾリン系、ジチオール系、ピリジンオキシド系、ニトロプロパン系、有機スズ系、フ
ェノール系、第４アンモニウム塩系、トリアジン系、チアジアジン系、アニリド系、アダ
マンタン系、ジチオカーバメイト系、ブロム化インダノン系、ベンジルブロムアセテート
系、無機塩系等の化合物が挙げられる。
【０１０４】
　有機ハロゲン系化合物は、例えば、ペンタクロロフェノールナトリウムが挙げられ、ピ
リジンオキシド系化合物は、例えば、２－ピリジンチオール－１オキサイドナトリウムが
挙げられ、無機塩系化合物は、例えば無水酢酸ソーダが挙げられ、イソチアゾリン化合物
は、例えば、１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オン、２－ｎ－オクチル－４－イソチ
アゾリン－３－オン、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン、５－ク
ロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンマグネシウムクロライド、５－クロロ
－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンカルシウムクロライド等が挙げられる。そ
の他の防腐剤・防カビ剤の具体例として、ソルビン酸ソーダ安息香酸ナトリウム等、例え
ば、アベシア製プロキセルＧＸＬ（Ｓ）、プロキセルＸＬ－２（Ｓ）等が挙げられる。
【０１０５】
　キレート化剤は、例えば、クエン酸ナトリウム、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム、
二ニトロ三酢酸ナトリウム、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸ナトリウム、ジエ
チレントリアミン五酢酸ナトリウム、ウラミル二酢酸ナトリウム等が挙げられる。
【０１０６】
　防錆剤は、例えば、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオグリコール酸アンモニウ
ム、ジイソプロピルアンモニウムナイトライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジシクロ
ヘキシルアンモニウムナイトライト等が挙げられる。
【０１０７】
　紫外線吸収剤は、例えば、ベンゾフェノン系化合物、ベンゾトリアゾール系化合物、桂
皮酸系化合物、トリアジン系化合物、スチルベン系化合物、又は、ベンズオキサゾール系
化合物に代表される紫外線を吸収して蛍光を発する化合物、いわゆる蛍光増白剤も用いる
ことができる。
【０１０８】
　粘度調整剤は、水溶性有機溶剤の他に、水溶性高分子化合物が挙げられ、例えば、ポリ
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ビニルアルコール、セルロース誘導体、ポリアミン、ポリイミン等が挙げられる。
【０１０９】
　消泡剤は、フッ素系、シリコーン系化合物が必要に応じて用いられる。
【０１１０】
　＜記録媒体＞
　本発明のインクタンクに充填される水性インクを用いて画像を形成する際に用いる記録
媒体は、インクを付与して記録を行う記録媒体であれば何れのものでも使用することがで
きる。
【０１１１】
　本発明は、色材や顔料などの色材をインク受容層内の多孔質構造を形成する微粒子に吸
着させて、少なくともこの吸着した微粒子から画像が形成される記録媒体に適用され、イ
ンクジェット法を利用する場合に特に好適である。このようなインクジェット用の記録媒
体は支持体上のインク受容層に形成された空隙によりインクを吸収するいわゆる吸収タイ
プであることが好ましい。
【０１１２】
　吸収タイプのインク受容層は、微粒子を主体とし、必要に応じて、バインダーやその他
の添加剤を含有する多孔質層として構成される。微粒子の具体例は、シリカ、クレー、タ
ルク、炭酸カルシウム、カオリン、アルミナあるいはアルミナ水和物等の酸化アルミニウ
ム、珪藻土、酸化チタン、ハイドロタルサイト、酸化亜鉛等の無機顔料や尿素ホルマリン
樹脂、エチレン樹脂、スチレン樹脂等の有機顔料が挙げられ、これらの１種以上が使用さ
れる。バインダーとして好適に使用されているものには水溶性高分子やラテックスを挙げ
ることができる。例えば、ポリビニルアルコール又はその変性体、澱粉又はその変性体、
ゼラチン又はその変性体、アラビアゴム、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチ
ルセルロース、ヒドロキシプロオイルメチルセルロースなどのセルロース誘導体、ＳＢＲ
ラテックス、ＮＢＲラテックス、メチルメタクリレート－ブタジエン共重合体ラテックス
、官能基変性重合体ラテックス、エチレン酢酸ビニル共重合体などのビニル系共重合体ラ
テックス、ポリビニルピロリドン、無水マレイン酸又はその共重合体、アクリル酸エステ
ル共重合体などが使用され、必要に応じて２種以上を組み合わせて用いることができる。
その他、添加剤を使用することもでき、例えば、必要に応じて分散剤、増粘剤、ｐＨ調整
剤、潤滑剤、流動性変性剤、界面活性剤、消泡剤、離型剤、蛍光増白剤、紫外線吸収剤、
酸化防止剤などが使用される。
【０１１３】
　特に、本発明において好ましく用いられる記録媒体は、平均粒子径が１μｍ以下の微粒
子を主体として、インク受容層を形成した記録媒体が好ましい。上記の微粒子として、特
に好ましいものは、例えばシリカ微粒子や酸化アルミニウム微粒子等が挙げられる。シリ
カ微粒子として好ましいものは、コロイダルシリカに代表されるシリカ微粒子である。コ
ロイダルシリカ自体は市場より入手可能であるが、特には、例えば特許第２８０３１３４
号、同２８８１８４７号公報に掲載されたものが好ましい。酸化アルミニウム微粒子とし
て好ましいものは、アルミナ水和物微粒子等である。このようなアルミナ水和物微粒子の
一つとして下記一般式により表されるアルミナ水和物を挙げることができる。
　　ＡｌＯ３－ｎ（ＯＨ）２ｎ・ｍＨ２Ｏ
（上記式中、ｎは１、２又は３の整数の何れかを表し、ｍは０～１０、好ましくは０～５
の値を表す。但し、ｍとｎは同時には０にはならない。ｍＨ２Ｏは、多くの場合ｍＨ２Ｏ
結晶格子の形成に関与しない脱離可能な水相をも表すものである為、ｍは整数又は整数で
ない値を取ることもできる。又この種の材料を加熱するとｍは０の値に達することがあり
うる）。
【０１１４】
　アルミナ水和物は、米国特許第４，２４２，２７１号、米国特許第４，２０２，８７０
号に記載のアルミニウムアルコキシドの加水分解、アルミン酸ナトリウムの加水分解、又
、特公昭５７－４４６０５号公報に記載のアルミン酸ナトリウム等の水溶液に硫酸ナトリ
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ウム、塩化アルミニウム等の水溶液を加えて中和を行う方法など、公知の方法で製造する
ことができる。
【０１１５】
　記録媒体は上記したインク受容層を支持するための支持体を有することが好ましい。支
持体は、インク受容層が、上記多孔質の微粒子で形成することが可能であって、且つイン
クジェットプリンタ等の搬送機構によって搬送可能な剛度を与えるものであれば、特に制
限はなく、何れのものでも使用できる。具体的には、例えば、天然セルロース繊維を主体
としてパルプ原料から成る紙支持体、ポリエステル（例：ポリエチレンテレフタラート）
、セルローストリアセテート、ポリカーボネート、ポリ塩化ビニル、ポリプロピレン、ポ
リイミド等の材料からなるプラスチック支持体、基紙の少なくとも一方に白色顔料等を添
加したポリオレフィン樹脂被樹脂被覆層を有する樹脂被覆紙（例：ＲＣペーパー）が挙げ
られる。
【０１１６】
　＜インクジェット記録方法＞
　本発明のインクタンクに用いられるインクは、インクをインクジェット方法で吐出する
工程を有するインクジェット記録方法に用いることが特に好適である。インクジェット記
録方法は、インクに力学的エネルギーを作用させてインクを吐出させる記録方法、及びイ
ンクに熱エネルギーを作用させてインクを吐出させる記録方法等がある。特に、本発明に
おいては、熱エネルギーを利用するインクジェット記録方法を好ましく用いることができ
る。
【０１１７】
　＜記録ユニット＞
　本発明のインクタンクに充填される水性インクを用いて記録を行うのに好適な記録ユニ
ットは、これらのインクを収納するインク収納部と、記録ヘッドとを備えた記録ユニット
が挙げられる。特に、前記記録ヘッドが、記録信号に対応した熱エネルギーをインクに作
用させ、前記エネルギーによりインク液滴を発生させる記録ユニットが挙げられる。
【０１１８】
　＜インクジェット記録装置＞
　本発明のインクタンクに充填される水性インクを用いて記録を行うのに好適な記録装置
は、これらのインクが収納されるインク収納部を有する記録ヘッドの室内のインクに、記
録信号に対応した熱エネルギーを与え、前記エネルギーによりインク液滴を発生させる装
置が挙げられる。
【０１１９】
　以下に、インクジェット記録装置の機構部の概略構成を説明する。記録装置本体は、各
機構の役割から、給紙部、用紙搬送部、キャリッジ部、排紙部、クリーニング部及びこれ
らを保護し、意匠性を持たす外装部から構成されている。以下、これらの概略を説明して
いく。
【０１２０】
　図４は、記録装置の斜視図である。又、図５及び図６は、記録装置本体の内部機構を説
明するための図であり、図５は右上部からの斜視図、図６は記録装置本体の側断面図をそ
れぞれ示したものである。
【０１２１】
　記録装置において給紙を行う際には、まず給紙トレイＭ２０６０を含む給紙部において
記録媒体の所定枚数のみが給紙ローラＭ２０８０と分離ローラＭ２０４１から構成される
ニップ部に送られる。送られた記録媒体はニップ部で分離され、最上位の記録媒体のみが
搬送される。用紙搬送部に送られた記録媒体は、ピンチローラホルダＭ３０００及びペー
パーガイドフラッパーＭ３０３０に案内されて、搬送ローラＭ３０６０とピンチローラＭ
３０７０とのローラ対に送られる。搬送ローラＭ３０６０とピンチローラＭ３０７０とか
らなるローラ対は、ＬＦモータＥ０００２の駆動により回転され、この回転により記録媒
体がプラテンＭ３０４０上を搬送される。
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【０１２２】
　キャリッジ部では記録媒体に画像を形成する場合、記録ヘッドＨ１００１（図７）を目
的の画像形成位置に配置させ、電気基板Ｅ００１４からの信号に従って、記録媒体に対し
インクを吐出する。記録ヘッドＨ１００１についての詳細な構成は後述するが、記録ヘッ
ドＨ１００１により記録を行いながらキャリッジＭ４０００が列方向に走査する記録主走
査と、搬送ローラＭ３０６０により記録媒体が行方向に搬送される副走査とを交互に繰り
返すことにより、記録媒体上に画像を形成していく構成となっている。
【０１２３】
　最後に画像を形成された記録媒体は、排紙部で第１の排紙ローラＭ３１１０と拍車Ｍ３
１２０とのニップに挟まれ、搬送されて排紙トレイＭ３１６０に排出される。
【０１２４】
　尚、クリーニング部において、画像記録前後の記録ヘッドＨ１００１をクリーニングす
る目的のために、キャップＭ５０１０を記録ヘッドＨ１００１のインク吐出口に密着させ
た状態で、ポンプＭ５０００を作用させると、記録ヘッドＨ１００１から不要なインク等
が吸引されるようになっている。又、キャップＭ５０１０を開けた状態で、キャップＭ５
０１０に残っているインクを吸引することにより、残インクによる固着及びその後の弊害
が起こらないように配慮されている。
【０１２５】
　（記録ヘッド構成）
　ヘッドカートリッジＨ１０００の構成について説明する。ヘッドカートリッジＨ１００
０は、記録ヘッドＨ１００１と、インクタンクＨ１９００を搭載する手段、及びインクタ
ンクＨ１９００から記録ヘッドにインクを供給するための手段を有しており、キャリッジ
Ｍ４０００に対して着脱可能に搭載される。
【０１２６】
　図７は、ヘッドカートリッジＨ１０００に対し、インクタンクＨ１９００を装着する様
子を示した図である。記録装置は、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラック、淡マゼンタ
、淡シアン、及びグリーンインクによって画像を形成し、従ってインクタンクＨ１９００
も７色分が独立に用意されている。上記において、少なくとも一種のインクに、本発明に
かかるインクを用いる。そして、図に示すように、それぞれがヘッドカートリッジＨ１０
００に対して着脱自在となっている。尚、インクタンクＨ１９００の着脱は、キャリッジ
Ｍ４０００にヘッドカートリッジＨ１０００が搭載された状態で行えるようになっている
。
【０１２７】
　図８は、ヘッドカートリッジＨ１０００の分解斜視図を示したものである。図において
、ヘッドカートリッジＨ１０００は、第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子
基板Ｈ１１０１、第１のプレートＨ１２００、第２のプレートＨ１４００、電気配線基板
Ｈ１３００、タンクホルダーＨ１５００、流路形成部材Ｈ１６００、フィルターＨ１７０
０、シールゴムＨ１８００などから構成されている。
【０１２８】
　第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ１１０１はＳｉ基板であり、
その片面にインクを吐出するための複数の記録素子（ノズル）がフォトリソ技術により形
成されている。各記録素子に電力を供給するＡｌ等の電気配線は、成膜技術により形成さ
れており、個々の記録素子に対応した複数のインク流路も又、フォトリソグラフィ技術に
より形成されている。更に、複数のインク流路にインクを供給するためのインク供給口が
裏面に開口するように形成されている。
【０１２９】
　図９は、第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ１１０１の構成を説
明するための正面拡大図である。Ｈ２０００～Ｈ２６００は、それぞれ異なるインク色に
対応する記録素子の列（以下ノズル列ともいう）であり、第１の記録素子基板Ｈ１１００
には、イエローインクの供給されるノズル列Ｈ２０００、マゼンタインクの供給されるノ
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ズル列Ｈ２１００、及びシアンインクの供給されるノズル列Ｈ２２００の３色分のノズル
列が構成されている。第２の記録素子基板Ｈ１１０１には、淡シアンインクの供給される
ノズル列Ｈ２３００、ブラックインクの供給されるノズル列Ｈ２４００、オレンジインク
の供給されるノズル列Ｈ２５００、及び淡マゼンタインクの供給されるノズル列Ｈ２６０
０の４色分のノズル列が構成されている。
【０１３０】
　各ノズル列は、記録媒体の搬送方向に１２００ｄｐｉ（ｄｏｔ／ｉｎｃｈ；参考値）の
間隔で並ぶ７６８個のノズルによって構成され、約２ピコリットルのインク滴を吐出させ
る。各ノズル吐出口における開口面積は、およそ１００平方μｍ２に設定されている。又
、第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ１１０１は第１のプレートＨ
１２００に接着固定されており、ここには、第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記
録素子基板Ｈ１１０１にインクを供給するためのインク供給口Ｈ１２０１が形成されてい
る。
【０１３１】
　更に、第１のプレートＨ１２００には、開口部を有する第２のプレートＨ１４００が接
着固定されており、この第２のプレートＨ１４００は、電気配線基板Ｈ１３００と第１の
記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ１１０１とが電気的に接続されるよう
に、電気配線基板Ｈ１３００を保持している。
【０１３２】
　電気配線基板Ｈ１３００は、第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ
１１０１に形成されている各ノズルからインクを吐出するための電気信号を印加するもの
であり、第１の記録素子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ１１０１に対応する電
気配線と、この電気配線端部に位置し記録装置本体からの電気信号を受け取るための外部
信号入力端子Ｈ１３０１とを有している。外部信号入力端子Ｈ１３０１は、タンクホルダ
ーＨ１５００の背面側に位置決め固定されている。
【０１３３】
　一方、インクタンクＨ１９００を保持するタンクホルダーＨ１５００には、流路形成部
材Ｈ１６００が例えば超音波溶着により固定され、インクタンクＨ１９００から第１のプ
レートＨ１２００に通じるインク流路Ｈ１５０１を形成している。
【０１３４】
　インクタンクＨ１９００と係合するインク流路Ｈ１５０１のインクタンク側端部には、
フィルターＨ１７００が設けられており、外部からの塵埃の侵入を防止し得るようになっ
ている。又、インクタンクＨ１９００との係合部にはシールゴムＨ１８００が装着され、
係合部からのインクの蒸発を防止し得るようになっている。インクタンクＨ１９００の少
なくとも１つに、本発明にかかるインクタンクを用いる。
【０１３５】
　更に、前述のようにタンクホルダーＨ１５００、流路形成部材Ｈ１６００、フィルター
Ｈ１７００及びシールゴムＨ１８００から構成されるタンクホルダー部と、第１の記録素
子基板Ｈ１１００及び第２の記録素子基板Ｈ１１０１、第１のプレートＨ１２００、電気
配線基板Ｈ１３００及び第２のプレートＨ１４００から構成される記録ヘッド部Ｈ１００
１とを、接着等で結合することにより、ヘッドカートリッジＨ１０００が構成されている
。
【０１３６】
　尚、ここでは記録ヘッドの一形態として、電気信号に応じて膜沸騰をインクに対して生
じさせるための熱エネルギーを生成する電気熱変換体（記録素子）を用いて記録を行うバ
ブルジェット（登録商標）方式の記録ヘッドについて一例を挙げて述べた。
【０１３７】
　この代表的な構成や原理については、例えば、米国特許第４，７２３，１２９号明細書
、同第４，７４０，７９６号明細書に開示されている基本的な原理を用いて行うものが好
ましい。この方式は、所謂オンデマンド型、コンティニュアス型の何れにも適用可能であ



(27) JP 4794940 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

るが、特に、オンデマンド型の場合には、液体（インク）が保持されているシートや液流
路に対応して配置されている電気熱変換体に、記録情報に対応していて核沸騰を超える急
速な温度上昇を与える少なくとも一つの駆動信号を印加することによって、電気熱変換体
に熱エネルギーを発生せしめ、記録ヘッドの熱作用面に膜沸騰を生じさせて、結果的にこ
の駆動信号に一対一で対応した液体（インク）内の気泡を形成できるので有効である。こ
の気泡の成長、収縮により吐出用開口を介して液体（インク）を吐出させて、少なくとも
一つの滴を形成する。この駆動信号をパルス形状とすると、即時適切に気泡の成長・収縮
が行われるので、特に応答性に優れた液体（インク）の吐出が達成でき、より好ましい。
【０１３８】
　又、第二の力学的エネルギーを利用したインクジェット記録装置の形態として、複数の
ノズルを有するノズル形成基板と、ノズルに対向して配置される圧電材料と導電材料から
なる圧力発生素子と、この圧力発生素子の周囲を満たすインクを備え、印加電圧により圧
力発生素子を変位させ、インクの小液滴をノズルから吐出させるオンデマンドインクジェ
ット記録ヘッドを挙げることができる。
【０１３９】
　又、インクジェット記録装置は、上述のようにヘッドとインクタンクとが別体となった
ものに限らず、それらが分離不能に一体になったものを用いるものでもよい。又、インク
タンクはヘッドに対し分離可能又は分離不能に一体化されてキャリッジに搭載されるもの
のほか、装置の固定部位に設けられて、インク供給部材、例えばチューブを介して記録ヘ
ッドにインクを供給する形態のものでもよい。更に、記録ヘッドに対し好ましい負圧を作
用させるための構成をインクタンクに設ける場合には、インクタンクのインク収納部に吸
収体を配置した形態、あるいは可撓性のインク収納袋とこれに対しその内容積を拡張する
方向の付勢力を作用するばね部とを有した形態などを採用することができる。又、記録装
置は、上述のようにシリアル記録方式を採るもののほか、記録媒体の全幅に対応した範囲
にわたって記録素子を整列させてなるラインプリンタの形態をとるものであってもよい。
【０１４０】
　＜インクタンクの再生方法＞
　上記で述べたように、本発明のインクタンクに収納されたインクを使い切った後に、イ
ンクタンクの内部、特に微細経路に一般式（ＩＩ）で表される化合物が析出し、微細経路
が閉塞された場合、一般ユーザーが入手可能な水等を用いてインクタンクを洗浄しても、
該析出物を再溶解することが不可能である。そして、このような状態のインクタンクにイ
ンクを再充填して用いても、微細経路が閉塞されているために、良好なインクジェット性
能が得られない。
【０１４１】
　本発明者らが上記のような状態のインクタンクについて検討を行ったところ、ｐＨ１０
．０以上の水溶液をインクタンク再生液として用いてインクタンクの内部を洗浄すれば、
インクタンク内に析出した一般式（ＩＩ）で表される化合物を溶解できることを見出した
。そして、前記インクタンク再生液で本発明のインクタンクの内部を洗浄した後に、イン
クを再充填してから、該インクタンクを用いて印字を行ったところ、正常に印字できるこ
とがわかった。つまり、本発明のインクタンク再生液を用いてインクタンクを洗浄するこ
とにより、析出物の存在により再利用が不可能であった、即ち、１度のみの使用とするこ
とが必要であったインクタンクを、再生することができる。尚、インクタンク再生液にお
けるｐＨが１０．０以上であることとは、インクタンク再生液の調製直後の初期からｐＨ
が１０以上であるものや、インクタンク再生液の調製直後の初期においてはｐＨが１０．
０未満であっても、液温の変化等によりｐＨが１０．０以上となるものであれば使用可能
である。
【０１４２】
　インクタンクを構成する各部材の耐インク性を考慮すると、インクのｐＨが強塩基性で
あると不具合が発生する場合がある。従って、インクタンク再生液のｐＨは１１以下にす
ることが好ましい。又、インクタンク再生液を使用してインクタンクを洗浄した後、必要
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に応じてｐＨが６～８である液体で更にインクタンク内を洗浄することが好ましい。
【０１４３】
　本発明のインクタンクの再生方法に用いられるインクタンク再生液の成分は、インクタ
ンクの内部に発生した析出物を溶解して除去することが可能であり、且つ、インクタンク
を構成する各部材の材質に対してインクジェット適性を低下させることがなければ、何れ
の物質も用いることができる。具体的には、水酸化リチウム、水酸化ナトリウム、水酸化
カリウム等のアルカリ金属水酸化物の水溶液、アンモニア水溶液等で、ｐＨを１０．０以
上に調製したものを用いることができる。又、インクタンク再生液をインクタンクの微細
経路中に浸透させるために、必要に応じて水溶性有機溶剤や界面活性剤等でインクタンク
再生液の表面張力を調整しても良い。
【０１４４】
　本発明のインクタンクの再生方法においては、インクタンクの内部に析出した上記一般
式（ＩＩ）で表される化合物を溶解して除去した後に、更に任意の水性インクを該インク
タンクに再充填することができる。このような場合でも、良好なインクジェット適性が得
られる。又、任意の水性インクを再充填する場合、インクタンク再生液の成分は、再充填
した水性インクに対してもインクジェット適性を低下させない物質を選択することが好ま
しい。又、ｐＨが１０．０以上であるインクをインクタンク再生液としてインクタンクに
充填して上記一般式（ＩＩ）で表される化合物を溶解した後、そのままインクとして用い
ることもできる。
【０１４５】
　本発明のインクタンクの再生方法では、インクタンクが、初期化可能なインクの消費情
報を記録する保持手段を有しており、該保持手段を初期化して該インクタンクを使用可能
な状態にすることができる。
【０１４６】
　インクの消費情報を保持する手段は、例えば、インクタンクにメモリーを装着し、該メ
モリーにインクの消費情報を記録する手段や、インクタンクがレバーを具備しており、通
常の記録時はレバーが下がった状態であり、インクを使い切った時はレバーが上がってイ
ンクジェット記録装置の動作を禁止させるといった機械的な手段等、公知の手段を用いる
ことができる。
【０１４７】
　インクタンクにメモリー機能を有するチップを搭載したインクタンク場合の、インクの
消費情報保持システムの一例を図１に示す。インクタンク１００をインクジェット記録装
置Ｐに装着して記録を行うと、インクジェット記録装置ＰのドットカウントＤＣがインク
の消費情報を読み取り、該インクの消費情報がインクジェット記録装置Ｐから入力情報Ｉ
としてインクタンク１００に搭載されたチップのメモリーＭに伝達され、該メモリーＭに
記録される。インクタンク１００に収容されたインクが記録に使用されることで減少し、
インクを使い切った状態になると、そのインクの消費情報を保持したインクタンク１００
からインクジェット記録装置Ｐへ出力情報Ｕが伝達され、インクジェット記録装置Ｐのイ
ンク判定手段Ｘが働くことでインクジェット記録装置Ｐの記録動作を禁止する。この場合
、本発明のインクタンクの再生方法により、インクタンク１００に装着されたチップのメ
モリーＭを初期化することで、再びインクタンク１００をインクジェット記録装置Ｐに装
着して使用することが可能となる。
【実施例】
【０１４８】
　以下、実施例及び参考例を用いて本発明を更に詳細に説明するが、本発明は、その要旨
を超えない限り、下記の実施例によって何ら限定されるものではない。尚、特に指定の無
い限り、実施例、比較例のインク成分は「質量部」を意味する。本実施例においては、一
般に用いられるインクよりも厳しい特性が要求されるインクジェット記録方法を用いて説
明を行う。勿論、一般のインクタンクの課題は以下の実施例から読み取れるものと考える
。
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【０１４９】
　＜一般式（Ｉ）で表される化合物又はその塩である色材の調製＞
　キシレン中で、下記化合物（１）で表される化合物、炭酸ナトリウム、ベンゾイル酢酸
エチルエステルとを反応させ、反応物を濾過、洗浄した。これを、Ｎ，Ｎ－ジメチルホル
ムアミド中で、メタアミノアセトアニリド、酢酸銅、炭酸ナトリウムを順次添加して反応
を行い、反応物を濾過、洗浄した。更にこれを、発煙硫酸中でスルホン化を行った後、濾
過、洗浄し、これを、水酸化ナトリウムの存在下で、シアヌルクロライドと縮合反応を行
った。この反応液中に、アンスラニル酸を添加し、水酸化ナトリウムの存在下で縮合反応
を行った。これを濾過、洗浄を行うことにより、下記の例示化合物Ａを得た。
【０１５０】
　化合物（１）
【０１５１】
【化１２】

【０１５２】
　例示化合物Ａ
【０１５３】

【化１３】

【０１５４】
　＜一般式（ＩＩ）で表される化合物の調製＞
　一般式（ＩＩ）で表される化合物は、公知の方法で調製することができる。ここでは、
一般式（ＩＩ）で表される化合物として、下記の例示化合物Ｂを例に挙げて、その合成方
法の一例を示す。
【０１５５】
　塩化シアヌルの懸濁液にアンスラニル酸水溶液を添加し、水酸化ナトリウムの存在下で
縮合反応を行うことにより、塩化シアヌル１分子に対してアンスラニル酸２分子が縮合し
た縮合物を得た。更に、水酸化ナトリウムを添加して加熱し、加水分解反応を行った。こ
れを濾過、洗浄を行うことにより、下記の例示化合物Ｂを得た。
【０１５６】
　例示化合物Ｂ
【０１５７】
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【化１４】

【０１５８】
　＜インクの調製＞
　下記表３に示した各成分を混合し、十分撹拌した後、ポアサイズ０．２μｍのフィルタ
ーにて加圧濾過を行い、インク１～４を調製した。尚、インク１～３は上記例示化合物Ｂ
を添加したものであり、インク４は上記例示化合物Ｂを添加していないものである。又、
下記表３に各インクのｐＨの値を示した。ｐＨの調整は、水酸化ナトリウム又は硫酸を添
加した純水を用いて行った。
【０１５９】
【表３】

【０１６０】
　ここで、例示化合物Ａと例示化合物Ｂの関係について以下のことが言える。
（１）例示化合物Ｂの分子量は、例示化合物Ａの分子量よりも小さい。
（２）例示化合物Ｂの分子構造の一部が、例示化合物Ａの分子構造の一部と類似している
。
（３）例示化合物Ｂの１分子あたりのカルボキシル基数が、例示化合物Ａの１分子あたり
のカルボキシル基数よりも多い。
又、本発明者らが検討を行ったところ、以下のことが確認された。
（４）例示化合物Ｂの２５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性が、例示化合物Ａの２
５℃におけるｐＨ７の純水に対する溶解性よりも低い。
【０１６１】
　＜インクタンクの評価＞
　上記で得られたインクを、空のインクタンク（商品名：ＢＣＩ－６；キヤノン製）に充
填し、熱エネルギーをインクに印加して、インク滴を吐出するサーマルインクジェットプ
リンタ（商品名：ＰＩＸＵＳ　９５０ｉ；キヤノン製）を用いて、マゼンタインクの位置
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にこれらのインクを充填したインクタンクを装着し、以下の項目について評価を行った。
【０１６２】
　（１）インク再充填時の印字特性
　温度２３℃、相対湿度５５％の条件で、記録媒体（商品名：ＰＲ－１０１；キヤノン製
）に、上記プリンタを用いて種々の画像を印字し、インクタンク内のインクを使い切った
。その後、上記プリンタからインクタンクをはずし、温度２３℃、相対湿度５５％の条件
で１ヶ月間放置した。更にその後、インクタンクに再度上記と同じインクを充填して上記
プリンタに装着し、記録媒体（商品名：ＰＲ－１０１；キヤノン製）に種々の画像を印字
し、画像品位を目視で判定した。インク再充填時の印字特性の基準は以下の通りである。
評価結果を表４に示す。
Ａ：一部良好な印字を行うことができなかった。
Ｂ：良好な印字を行うことができた。
【０１６３】
【表４】

【０１６４】
　上記表４より、例示化合物Ｂを添加したインクを充填したインクタンクは、インクを使
い切った後に、インクを再充填すると、印字に不具合が生じることがわかった。つまり、
本発明のインクタンクを使用する場合は、インクの再充填、即ちインクリフィルは実施す
るべきではなく、インクタンクは１回の使用のみとする、即ち、使いきりとすることが必
須である。
【０１６５】
　尚、上記で印字した種々の画像を、低温サイクルキセノンウェザーメーターＸＬ－７５
Ｃ（スガ試験機製）中に置き、照射強度１００キロルクス、槽内温度２３℃、相対湿度５
５％の条件で１週間放置したところ、インク１～３を用いて印字した画像は、インク４を
用いて印字した画像と比較して、明らかに劣化の程度が低かった。
【０１６６】
　（２）インクタンクの再生
　温度２３℃、相対湿度５５％の条件で、記録媒体（商品名：ＰＲ－１０１；キヤノン製
）に、上記プリンタを用いて種々の画像を印字し、インクタンク内のインクを使い切った
。その後、上記プリンタからインクタンクをはずし、温度２３℃、相対湿度５５％の条件
で１ヶ月間放置した。更にその後、インクタンクにインクタンク再生液として、下記表５
に記載のインクタンク再生液を調製し、該インクタンク再生液の充填及び排出を５回繰り
返した後、再度上記と同じインクを充填して上記プリンタに装着し、記録媒体（商品名：
ＰＲ－１０１；キヤノン製）に種々の画像を印字し、画像品位を目視で判定した。インク
タンクの再生の基準は以下の通りである。評価結果を表６に示す。
Ａ：良好な印字を行うことができた。
Ｂ：良好な印字を行うことができなかった。
【０１６７】
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【表５】

【０１６８】
【表６】

【０１６９】
　上記表６、及び上記表４より、インク再充填後の印字特性が良好ではないインクを充填
したインクタンクであっても、表５に記載の組成を有するインクタンク再生液を用いてイ
ンクタンクを洗浄すれば、インクタンクを再利用できることがわかった。
【図面の簡単な説明】
【０１７０】
【図１】インク収納部の一部に負圧発生機構として吸収体部材を有し、メモリー機能を有
するチップを搭載したインクタンクの概略説明図である。
【図２】インク収納部の全体に負圧発生機構として吸収体部材を有するインクタンクの内
部構造を示した図である。
【図３】ノズルが接続されているインクタンクの外観斜視図である。
【図４】記録装置の斜視図である。
【図５】記録装置の機構部の斜視図である。
【図６】記録装置の断面図である。
【図７】ヘッドカートリッジにインクタンクを装着する状態を示した斜視図である。
【図８】ヘッドカートリッジの分解斜視図である。
【図９】ヘッドカートリッジにおける記録素子基板を示す正面図である。
【符号の説明】
【０１７１】
　１００　インクタンク
　１１２　大気連通口
　１１４　液体供給口
　１３２Ａ　第二の負圧発生部材
　１３２Ｂ　第一の負圧発生部材
　１３２Ｃ　第一の負圧発生部材と第二の負圧発生部材の境界
　１３４　負圧発生部材収納室
　１３６　液体収納室
　１３８　仕切壁
　１４０　連通孔
　１４６　圧接体
　１５０　大気導入溝（大気導入路）
　４１１、４１２　仕切板
　Ｌ　液体－気体界面
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　Ｔ２１　インク収納部
　Ｔ２２　吸収体部材
　Ｔ２３　大気連通口
　Ｔ２４　インク供給口
　Ｔ３１　インク収納部
　Ｔ３２　ノズル
　Ｍ２０４１　分離ローラ
　Ｍ２０６０　給紙トレイ
　Ｍ２０８０　給紙ローラ
　Ｍ３０００　ピンチローラホルダ
　Ｍ３０３０　ペーパーガイドフラッパー
　Ｍ３０４０　プラテン
　Ｍ３０６０　搬送ローラ
　Ｍ３０７０　ピンチローラ
　Ｍ３１１０　排紙ローラ
　Ｍ３１２０　拍車
　Ｍ３１６０　排紙トレイ
　Ｍ４０００　キャリッジ
　Ｍ５０００　ポンプ
　Ｍ５０１０　キャップ
　Ｅ０００２　ＬＦモータ
　Ｅ００１４　電気基板
　Ｈ１０００　ヘッドカートリッジ
　Ｈ１００１　記録ヘッド
　Ｈ１１００　第１の記録素子基板
　Ｈ１１０１　第２の記録素子基板
　Ｈ１２００　第１のプレート
　Ｈ１２０１　インク供給口
　Ｈ１３００　電気配線基板
　Ｈ１３０１　外部信号入力端子
　Ｈ１４００　第２のプレート
　Ｈ１５００　タンクホルダー
　Ｈ１５０１　インク流路
　Ｈ１６００　流路形成部材
　Ｈ１７００　フィルター
　Ｈ１８００　シールゴム
　Ｈ１９００　インクタンク
　Ｈ２０００　イエローノズル列
　Ｈ２１００　マゼンタノズル列
　Ｈ２２００　シアンノズル列
　Ｈ２３００　淡シアンノズル列
　Ｈ２４００　ブラックノズル列
　Ｈ２５００　グリーンノズル列
　Ｈ２６００　淡マゼンタノズル列
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